
(1)地域コーディネーターの所属について

(2)地域コーディネーターの年齢構成

(3)学校支援ボランティアの人数 55.4名（昨年55.3名）

(4)経験年数 3.4年（昨年2.9年）

(5)１か月の平均活動時間数 11.3時間（昨年9.4時間）

(6)１か月の平均学校訪問回数 4.3回（昨年4.1回）

【地域コーディネーター】
★奈良県学校・地域パートナーシップ事業（以下、パートナーシップ事業という）
に携わる地域コーディネーターの現状について

★パートナーシップ事業の効果について

(1)パートナーシップ事業に参加して、どのような効果があったと感じていますか。（Ｐ８参照）

(2)次の項目が、パートナーシップ事業の効果に結びついているかどうかについてお答えください。
　（Ｐ８参照）
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(1)力を入れて取り組んでいる内容（３つまで選択）

教職員向けの研修の企画・実施

事務処理
ボランティアの募集
学校・地域パートナーシップ事業（以下、パートナーシップ事業という。）の広報・普及啓発活動

本事業そのものの運営企画

ボランティアの要望・状況把握、ボランティアとの相談、情報提供

ボランティアの活動計画立案・活動支援

「学校コミュニティ協議会（仮称）」における熟議

ボランティアとしての活動
学校の要望・状況把握、学校との相談、情報提供

学校と地域、ボランティア等との連絡調整

(2)学校の要望把握（複数回答）

(3)ボランティアの要望把握（複数選択）

★地域コーディネーターの活動状況について
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ボランティア向け説明会・研修の実施 

教職員向けの研修の企画・実施 

事務処理 

ボランティアの募集 

学校・地域パートナーシップ事業（以下、パートナーシップ事業という。）の

広報・普及啓発活動 

本事業そのものの運営企画 

ボランティアの要望・状況把握、ボランティアとの相談、情報提供 

ボランティアの活動計画立案・活動支援 

「学校コミュニティ協議会（仮称）」における熟議 

ボランティアとしての活動 

学校の要望・状況把握、学校との相談、情報提供 

学校と地域、ボランティア等との連絡調整 
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特に実施していない 

活動日誌等の記載をもとに把握している 

ボランティア経由で話を聞いている 

教職員と定期的に打合せをしている 

学校コミュニティ協議会（仮称）等で把握している 

教職員と日常的に話をしている 

ボランティアとしての活動の中で把握をしている 

必要に応じて、教職員と打合せをしている 
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活動日誌等の記載をもとに把握している 

ボランティアと定期的に打合せをしている 

ボランティアと日常的に話をしている 

学校や地域住民組織等から話を聞いている 

ボランティアとして一緒に活動する中で把握をしている 

必要に応じて、ボランティアと打合せをしている 



★ 地域コーディネーターの現状
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○
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★ 取組の効果

効果実感の高い主な内容は、以下の通り

(1) 子どもの変容

(2) 大人の変容

(3) 諸活動の充実

★ 主な成果と課題

○

○ 教職員の協力体制の充実により、コーディネーターのやりがいが生まれ、活動もスムーズに行えている。

○ コーディネーターが苦労している点は、

4 その他

○ パートナーシップ事業継続の要望が多数あり。

コーディネーターの経験年数は、平均３．４年。最長１６年。（昨年は、平均２．９年）

学校支援ボランティアは、地域の実情に応じて募集、協力願っている。（１～７１０人）

コーディネーターが力を入れている活動は、
　①学校と地域・ボランティア等との連絡調整
　②学校の要望・状況把握、学校との相談、情報提供
であり、コーディネーターが重要な役割を果たしている。

コーディネーターは、月平均１１．３時間の活動を行っており、4.3回程度学校を訪問している。（昨年は、月平
均９．４時間の活動、４．１回程度学校を訪問）

①ボランティアの人材不足、高齢化　　②連絡調整の方法　　③ＰＴＡの理解と協力
④学校の管理職の異動による学校の対応の変化など

昨年と同様、コーディネーターの約半数が、ボランティアとして活動している。

子どもたちのあいさつやコミュニケーション力の向上などに昨年同様高い効果実感があった。

ボランティアの要望把握については、打合せを行うほかに、共に活動することや日常的な会話等を通して行わ
れている。

学校との打合せについては、必要に報じて学校と打合せを行っている方が約７割おり、教職員と日常的に会話
して学校の要望を把握している方は約３人に１人と昨年とほぼ同様の結果となった。

学校に対して、地域の人々の関心が高まったり、保護者の理解が深まったりしたなどに昨年同様高い効果実
感があった。

子どもたちの通学時の交通安全や防犯体制、ボランティアの学習支援により教育内容が充実したなどに昨年
同様高い効果実感があった。

コーディネーターとして、学校の要望とボランティアの要望を把握し、互いがｗｉｎ-ｗｉｎの関係をつくり出すことに
一層力を入れることが求められる。

結果分析と最終まとめ


